
 
 

令和８年度 事業計画書 

 

特定非営利活動法人レックス体操クラブ 

 

 

１．事業実施の方針 

本クラブは、スポーツの振興と地域の活性化、青少年の健全育成をコンセプトに、コーディネー

ショントレーニング及び各種スポーツ教室事業を実施している。特に、器械運動の技術向上や体

操競技の選手育成を軸としながら、幼児から高齢者まで幅広い世代の姫路市民が主体的に参画で

きる場を提供し、地域スポーツの拠点としての役割を担う。 

 

 

２．具体的な活動内容 

（１）地域スポーツ教室開催事業 

白浜・大津の両エリアに専用会場を維持・運営し、「体操」、「空手」、「スラックライ

ン」、「チアリーディング」の各教室を開催する。 

・成果発表：日頃の練習成果を披露する場として、定期的な演技会を開催する。 

・普及交流：施設を一般市民に開放し、姫路市体操協会の後援を得た体験イベントを実施す

るほか、スポーツ少年団や中学校部活動との交流イベントを企画し、地域コミ

ュニティの活性化を図る。 

（２）指導者育成および派遣事業 

質の高い指導体制を確保するため、指導者および審判員の育成に注力する。 

・研  修：指導者育成講習会への積極的な参加を促す。また、兵庫県スポーツ協会との連

携事業により、学生の指導者の獲得及び指導者資格取得を推進する。 

・派  遣：兵庫県内の体操競技大会等へ審判員を派遣し、競技レベルの向上と公正な運営

に寄与する。 

（３）指導力向上および組織基盤の強化 

・技 術 研 鑽：全国体育研究会への参加や全日本学生体操競技大会の視察を通じ、最新

の指導理論を習得する。「体操の楽しさ」を伝える技術と競技指導力を

両立させ、安全かつ効果的な指導を実践する。 

・ガバナンス強化：日本スポーツ協会公認コーチ資格およびクラブマネジャー資格の取得を

推進する。専門知識に基づく健全な法人運営を確立し、社会的信頼性の

高い組織づくりを推進する。 

 

 

３．事業の実施に関する事項 

（１）事業目標 

「スポーツを通じた青少年の健全育成」を基本理念に据えた中長期計画を推進する。本事業

を通じて市民の体力向上と心身の健康増進に寄与するとともに、優秀な選手を輩出すること



 
 

で市民に勇気と感動を提供し、地域社会に貢献する。また、組織基盤を強化し、市民と協働

しながら持続可能な地域スポーツ環境を構築することを目指す。 

（２）重点施策 

 （ア）総合型地域スポーツクラブの運営開始 

令和8年度より本格化する学校部活動の地域展開「ひめカツ」を見据え、近隣中学生の

受け皿となる「選ばれるクラブ」を目指す。本年度中に教室数を拡充し、受け入れ体

制を本格的に整備する。 

（イ）外部資金の獲得 

NPO法人の特性を活かし、事業の継続性を確保するための助成金獲得（日本スポーツ振

興センター：スポーツ振興くじ助成等）に注力する。公的助成の活用を通じて、事業

の公共性と透明性を高め、社会的信頼の確立とサステナビリティ（持続可能性）の向

上を図る。 

 

 

４．事業別計画 

特定非営利活動に係

る事業 

事 業 名 

 

事 業 内 容 

実施予定

日時 

実施予定 

場所 

従事者

の予定

人数 

受益対象者

の範囲及び 

予定人数 

支出見込額

（千円） 

 

(1)コーディネーショ

ントレーニング及び

体操競技に関する普

及事業 

体操 

アクロバット 

空手 

スラックライン 

チアリーディング 

通年 

白浜教室 

 

大津教室 

7名 

 

7名 

幼児から大

人200名 

幼児から大

人150名 

23,000 

(2)競技力向上を目指

した選手強化事業 

体操競技選手コ

ース 
通年 白浜教室 5名 

小学生から 

中学生20名 
2,000 

(3)指導者及び審判員

育成事業 

 

審判講習会出席 

 

アシスタントマ

ネジャー取得 

 

コーチ１ 

8月初旬 

 

７月ごろ 

 

 

５月ごろ 

東京都 

 

神戸市 

 

 

茨木市 

１名 

 

１名 

 

 

１名 

指導者１名 

 

職員１名 

 

 

指導者１名 

500 

(4)指導者及び審判員

派遣事業 

姫路市民体育大

会審判派遣事業 
８月初旬 

ウィンク姫

路体育館 
2名 

大会出場者 

約100名 
40 

(5)演技会開催事業 レックスカップ 12.8 白浜体育館 
6名 

 

幼児 10名 

小学生80名 

100 

 

 



単位：（円）
予 算 額

助成⾦ 0
会費 41,000,000

物品販売 1,700,000
雑収⼊ 297,000
利息 3,000
寄付⾦ 500,000

計 43,500,000

予 算 額
事業費

給与⼿当 14,000,000
法定福利費 1,540,000

外注費 4,500,000
売上原価 1,800,000
地代家賃 3,800,000

事業費計 25,640,000
管理費

役員報酬 6,000,000
福利厚⽣費 480,000
広告宣伝費 600,000

交際費 160,000
会議費 120,000

旅費交通費 1,000,000
通信費 360,000

販売促進費 0
消耗品費 600,000

事務⽤品費 240,000
修繕費 500,000

⽔道光熱費 1,800,000
諸会費 17,000

⽀払⼿数料 300,000
⾞両費 750,000
賃借料 2,100,000
保険料 50,000
租税公課 28,000

減価償却費 1,000,000
雑費 600,000

⽀払利息 300,000
管理費計 17,005,000

費⽤計 42,645,000
予備費 855,000

計 43,500,000

3.収⽀の部
0

科 ⽬ 摘  要

当期経常増減額

令和８年度収⽀予算
１．収⼊の部

科 ⽬ 摘  要

2．⽀出の部


